申請内容の詳細　　　　　　　　　　　　　　　　　　第１号様式（第４条関係）別紙１

１．実施体制
（1）申請者の概要
	フリガナ
	
	代表者
	フリガナ
	

	名　　　称
	
	
	氏  名
	

	
	
	
	役  職
	

	
	
	
	年　齢
	

	本社（本店）
所  在  地
	〒
	ＴＥＬ
	-　　　　-

	
	　
	
	

	事業者ＵＲＬ
	

	品川区内
事業所所在地
	〒
　
	ＴＥＬ
	-　　　　-

	担　当　者
連　絡　先
	フリガナ
	
	部署
	

	
	氏  名
	
	
	

	
	
	
	役職
	

	
	E-mail
	

	ＴＥＬ
	-　　　　-

	設立(創業)
年　月　日
	　年　　　月　　　日
	資本金
	円

	役員数
	人（監査役を含む）
	常時使用する従業員数
	人 

	業　　種
	

	企業理念・ミッション・ビジョン・バリュー等

	＜自社の存在意義や将来像、モットーや過去策定した実現したい目標などをご記入ください＞

	











	事業内容

	＜主な製品やサービス内容、製造･販売・提供方法、価格など具体的にご記入ください＞

	


















	これまでの環境対策やGX（グリーントランスフォーメーション）に関する取り組み実績

	＜※省エネ設備の導入実績、環境認証の取得、社内教育の実施状況など、これまでの歩みを具体的にご記入ください＞

	


















	環境ビジョン

	＜策定している場合は概要をご記入ください＞

	












（２）プロジェクトの実施体制
	実施体制の全体像および人員体制

	










	役割分担

	










	プロジェクト責任者の経歴、能力、実績

	










	主要なプロジェクトメンバーの経歴、能力、実績

	













２．プロジェクト（GX推進）計画
	プロジェクトの名称・タイトル (30字以内)

	


（1）伴走型支援に応募した背景と現状の課題
	ＧＸによる企業競争力の強化の必要性

	＜なぜ今、自社において脱炭素を成長機会と捉え、企業競争力の強化を図る必要があるのかご記入ください＞

	








	現状抱えている課題

	例：経営層や社員間でＧＸの将来像が共有できていない、自社の環境的価値を発信するノウハウが不足している 等

	









（2）伴走型支援における目標
	伴走型支援における期待値

	＜伴走型支援に期待することをご記入ください＞

	








	短期的な目標

	＜伴走型支援終了後（令和9年3月頃）までに実現したい自社の姿をご記入ください＞

	









（3）伴走型支援終了後の展望（ＧＸ自走化に向けた計画）
	伴走型支援終了後の中長期的なGX推進目標

	＜支援終了後にどのようにGXを継続し、収益性向上や競争力強化へとつなげていくかについてご記入ください＞

	








	５年後、１０年後に実現したいＧＸ企業としての姿

	＜漠然とした構想で構いません。可能な範囲でご記入ください＞

	











（4）資金計画
　　　申請書別紙2『資金計画および調達計画』のとおり
